
児童発達支援・放課後等デイサービスにおける５領域について

５領域とは…
「健康・生活」「運動・感覚」「認知・行動」
「言語・コミュニケーション」「人間関係・社会性」

令和６年度より療育内容や運営方針の見直し、個別支援計画の作成
内容の変更が行われることになりました。それに伴い、五つの「領
域」（以下５領域という）を含めた総合的な支援を提供することに
なりました。

Kきっず・Kvellでも５領域を含めた総合的な支援をご提供
して参ります。５領域についてのご説明と療育の取り組み
についてお知らせいたします☆

保護者の
皆様へ



理念・方針等

○法人（事業所）理念

「人生に感動を与え、幸せを継続させ、全ての人が豊かな人生を送ることに貢献する」

○支援方針

・いつも笑顔を絶やさず、誠実さと真心をもって行動する。

・子どもの最善の利益を保障する。

・共生社会の実現に向けた後方支援を行う。

・一人ひとりの子どもの発達や障害の特性に合わせた個別最適な支援を行う。

・子どもとその家族に寄り添い、将来を見据えた支援を行う。

○営業時間

１０：００～１７：００

○送迎実施の有無

園・学校・ご自宅等への送迎を行っています。



本人支援（健康・生活）

①健康状態の維持・改善
健康な心と体を育て自ら健康で安全な生活を送り出すことを支援する。

健康状態チェックと必要な対応を行う。

②生活のリズムや生活習慣の形成
基本的な生活リズムを身に着けられるように支援する。

病気の予防や安全への配慮を行う。

③基本的生活スキルの獲得
日常生活や社会生活を営むために適した身体的、精神的、社会的訓練を行う。

生活の中でさまざまな遊びを通して学習できるように環境を整える。

Kきっずしもだいの取り組み

・その日のスケジュールや配車をホワイトボードに提示し、視覚的に見通しが立てられるよう
に支援します。

・来所後の検温、手洗い・うがい・アルコール消毒の徹底をしています。
・室内での遊びに加え、園庭や講堂を利用した身体を使った遊びを実施しています。
・課題活動を通じて、学習意欲の向上と学習習慣の確立を図り、「できる」ことの喜びと自信
につなげられるように支援します。



本人支援（運動・感覚）

①姿勢と運動・動作の向上
日常生活に必要な動作の基本となる姿勢保持や運動、動作の改善及び習得、筋力の維持・強化を図る。

②姿勢と運動・動作の補助的手段の活用
姿勢保持と運動・動作の補助的手段の活用して支援する。

③保有する感覚の総合的な活用
自力での身体移動や歩行、日常生活に必要な移動能力の向上のための支援を行う。

感覚や認知の特性（感覚過敏や鈍麻）を踏まえ、感覚の偏りに対する環境調整等の支援を行う。

Kきっずしもだいの取り組み

・課題活動の中で、「文字を書く」「定規で線を引く」「衣類を畳む」「ハサミで切る」「のりで貼
る」「ひもを結ぶ」など指先や道具を使って行うものを取り入れ、生活スキルの向上を図っていき
ます。また、学習中の姿勢保持のために、異なる大きさの机や椅子に座った際の足置き台を準備し
ています。
・園庭の遊具や落ち葉などの自然物を使った遊び、講堂でのボール遊びやサーキットを通して、身体
をたくさん動かしながら、総合的な感覚を養っていきます。



本人支援（認知・行動）

①認知の発達と行動の習得
視覚、聴覚、触覚などの感覚を十分活用して、必要な情報を収集して認知機能の発達を促す支援を行う。

②空間・時間・数等の概念形成の習得
環境から情報を取得し、そこから必要なメッセージを選択し、行動に繋げるという一連の認知過程の発達を支援する。

③対象や外部環境の適切な認知と適切な行動の習得
形、色、音の変化や、空間・時間などの認知や行動の手掛かりとして活用できるよう支援する。

数量、大小、色等の習得、形、重さ、色の違い等の習得のための支援を行う。

Kきっずしもだいの取り組み

・ひらがなやイラストを多用し、日付の読み方や天気、活動内容や送迎配車の情報を視覚的に
収集できるように支援しています。

・室内のアナログ時計に目印をつけることで、時計が読めなくても活動時間の終わりがわかる
よう示しています。
・「ご褒美ポイント」や「ミッションカード」を活用し、本人の意欲向上や自信につなげなが
ら、望ましい行動の強化を目指します。



本人支援（言語・コミュニケーション）

①言語の形成と活用
物や体験と言葉の意味を結び付ける等により、言語の習得、自発的な発声を促す支援を行う。

②言語の受容及び表出
話し言葉や文字・記号などを用いて相手の意図を理解したり、考えを伝えたりするために必要な支援を行う。

③コミュニケーションの基礎的能力の向上
場面における人との相互作用を通して、コミュニケーション能力の向上のための支援を行う。

④コミュニケーション手段の選択と活用
指さし、身振り、サイン等を用いて、環境の理解と意思の伝達ができるよう支援する。

様々なコミュニケーション手段を適切に選択、活用し環境の理解と意思の伝達ができるよう支援する。

Kきっずしもだいの取り組み

・お友達や職員とのかかわりを通して、必要に応じて振り返りの機会を設け、言葉での
伝え方や受け取り方を一緒に考えていきます。
・課題活動の中で、「相手の気持ちを考える」「望ましい言葉のかけ方を考える」もの
などを行います。



本人支援（人間関係・社会性）

①他者との関わり（人間関係）の形成
人との関係を意識し、その信頼関係を基盤として周囲の人と安定した関係を形成するための支援を行う。

②自己の理解と行動の調整
遊び等を通して人の動きを模倣することにより社会性や対人関係の芽生えを支援する。

③仲間づくりと集団への参加
様々な遊び等から徐々に人への関心や社会性の発達を支援する。

集団に参加するための手順やルールを理解し、遊びや集団活動に参加できるよう支援する。

Kきっずしもだいの取り組み

・自由時間や集団活動でのグループ遊びを通して、ルールを守りお友達と上手にかかわりながら、
言葉での伝え方や人の話を聞く力を養えるよう支援していきます。

・朝の会や帰りの会を行い、集団の中での過ごす力や必要な情報を得る力を養っていきます。
・外出体験として、図書館や児童館などの公共機関を利用したり、電車に乗る体験や
お買い物体験をしたり、一般的な外部資源を利用しながら社会経験を積む機会を提供します。



○家族支援

・四季を感じられるイベントや工作の実施。
・バーベキューや調理体験を通した食のイベント。
・他事業所との交流や地域のイベントへの参加、公共施設の利用。

子どものライフステージに応じた切れ目のない支援と、関係者間のスムーズな連携を図

りながら、子どもや家族を包括的に支援します。

学校と連携を図りながら、地域の一員としての役割の発揮や地域の社会活動への参加・

交流を行うことができるよう支援します。

障がい種別・障がいの特性に応じた支援や発達の段階に応じた支援、家族支援等に係る
適切な技術を職員が習得できるよう、社内や事業所研修、外部研修の受講を通してスキ
ルアップを目指します。

こどもの成長や発達の基盤となる親子関係や家庭生活を安定・充実させ家族が安心して

子育てを行うことができるよう支援をします。

○地域支援
地域連携

○移行支援

○職員の質の向上

○主な行事等


